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・河辺地域では、これまで地域協議の第１段階である地域ブロック協議

会を５回開催し、学校の組合せを検討しておりました。 

・その結果、河辺小と戸島小については、第２段階である学校統合検討 

委員会において、令和８年度を目途に統合することを決定し、令和５ 

年度に協議を再開することとしておりました。 

・また、岩見三内小・中についても、地域ブロック協議会で引き続き 

協議することとし、同様に、令和５年度に協議を再開することとしておりました。 

・そこで、今年度から、休止していた学校統合検討委員会と地域ブロック協議会について、 

順次、協議を再開しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年８月１５日発行 秋田市教育委員会 

秋田市学校適正配置  

河辺地域ブロック協議会だより 
                                 第７号 

 

 

● ● 

秋田市教育委員会 学校適正配置推進室  

○住 所 秋田市山王一丁目１番１号  ○電 話 018-888-5812 

○ＦＡＸ 018-888-5804     ○e-mail  ro-edaz@city.akita.lg.jp 

https://www.city.akita.lg.jp/kyoikuiinkai/1010626/1021066.html 

※地域協議等で提示した資料は、市のホームページで公開しています。 

 

【広報 ID：1021066】  

＜議題＞

第６回河辺地域ブロック協議会 [６月６日（火）開催] 

・河辺地域における学校統合の方向性について 

・その他 

 

★ 今回の協議内容や教育委員会が示した児童生徒数の将来推計などの資料を踏まえ、各所属団

体で情報共有するとともに意見集約し、次回以降、引き続き協議する。  

今回の協議で確認した事項 

 

裏面につづく 

 

＜協議の中で出された主な意見等＞

○統合の検討に時間をかければ一層人数が

減少していくと思うので、地域のことも

大切であるが、子どもたちのことを第一

に考えて、統合を前向きに検討すべきと

思う。 

○岩見三内小・中は、小規模ながら素晴ら

しい教育環境が整っていることや、学校

がなくなると地域コミュニティが崩壊し

てしまうことも頭に入れて話合いを進め

てほしい。 

○教育委員会が示した児童生徒数の推移な

どの資料をもとに、各ＰＴＡで保護者の

意見を集約し、次回協議会に報告した

い。 

 

○地域に学校がなくなることは寂しいが、

人数が少ないことによって経験できない

ことが多くあるので、子どもたちのこと

を考えると、できるだけ早く統合するの

が良いのではないか。 
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※社人研推計…国立社会保障・人口問題研究所（社人研）が国勢調査を基に算出した将来人口推計を基に、児童生
徒数を推計したもの。 

 
 ※実績   …各校における実際の在籍児童生徒数を実績として表したもの。 
 

※住基の推計…住民基本台帳の１～15 歳の人数と各校の在籍児童生徒数を基に、児童生徒数を推計したもの。 
 

※ 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

令和５年９月１５日発行 秋田市教育委員会 

秋田市学校適正配置  

河辺地域ブロック協議会だより 
                                 第 8 号 

● ● 

秋田市教育委員会 学校適正配置推進室  

○住 所 秋田市山王一丁目１番１号  ○電 話 018-888-5812 

○ＦＡＸ 018-888-5804     ○e-mail  ro-edaz@city.akita.lg.jp 

https://www.city.akita.lg.jp/kyoikuiinkai/1010626/1021066.html 

※地域協議等で提示した資料は、市のホームページで公開しています。 
【広報 ID：1021066】  

＜議題＞

第 4 回河辺小、戸島小学校統合検討委員会 [8 月 23 日（水）開催] 

・統合後に使用する校舎について  

 

★ 本検討委員会としては、統合後に使用する校舎は河辺小とする方向とし、戸島小ＰＴＡ

で意見集約する。 

★ 次回、統合後に使用する校舎を決定し、合意に向けて最終確認する。 

今回の協議で確認した事項 

・河辺小と戸島小については、地域協議の第２段階である学校統合 

 検討委員会において、令和８年度を目途に統合することを決定し、 

 令和５年度に協議を再開することとしておりました。 

・そこで、今年度から、休止していた学校統合検討委員会を再開し、 

 統合後に使用する校舎等について協議しております。 

 

＜協議の中で出された主な意見等＞

○統合後に使用する校舎は河辺小とする方向とし、戸島小の保護者に意向を確認してはど

うか。 

 

○河辺地区の３小学校の中間に位置し、児童数が多い、河辺小の校舎を使用するのが良い

のではないか。 

○戸島小ＰＴＡでは、統合後の校舎は河辺小と考える保護者は多いが、アンケート結果で

は、戸島小が良いという意見もあった。 

○スクールバスを考慮すると、河辺地区から戸島小へ運行するのはコースや台数が多くな

るため、河辺小の校舎を使用するのが良いのではないか。 



 

 

河辺小と戸島小は、令和８年４月１日を目途に統合へ合意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

令和５年９月２６日発行 秋田市教育委員会 

秋田市学校適正配置  

河辺地域ブロック協議会だより 
                                 第９号 

２校統合の合意事項 

 
統合時期 

河辺小学校と戸島小学校は、令和８年４月１日を目途に統合する。 

 
統合後の校舎 

通学の安全確保 

統合後に使用する校舎は、現河辺小学校とする。 

 

統合に伴う学区の広域化により、通学時間や通学距離が長くなる児童に対しては、スク

ールバスを運行することとする。 

 その他確認事項 

統合に伴う学校の名称、交流事業の実施、廃校舎の利活用、指定学校変更の取扱いなど

については、学校統合準備委員会において協議する。 

 

● ● 

秋田市教育委員会 学校適正配置推進室  

○住 所 秋田市山王一丁目１番１号 

○電 話 018-888-5812 ○ＦＡＸ 018-888-5804 

○e-mail  ro-edaz@city.akita.lg.jp 

https://www.city.akita.lg.jp/kyoikuiinkai/1010626/1021066.html 

※地域協議で提示した資料は、市のホームページで公開しています。 

第２段階の学校統合検討委員会で合意した学校統合に向けて、当該校の関係者により、以

下の想定される項目について、具体的な検討や準備作業を行う。 

・学校の名称、校章、校歌等の制定（変更が必要となる場合） 

・閉校式等の学校行事の実施（式典開催時期・内容等） 

・スクールバスの運行計画の策定（運行時間、経路、車両、乗降場所等） 

・体育着、名札等の選定（買換え等が必要となる場合） 

・廃校舎の利活用（地域からの意見集約等） 

・指定学校変更の取扱い（変更が必要となる場合） 

・伝統文化等の継承、部活動および児童館等など、統合に伴う諸課題の解決に向けた検討 

※統合前の交流事業のほか、統合に伴う学校備品や保存文書の整理・移転については、教育

委員会と学校が連携して行う。

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

秋田市学校適正配置  

河辺地域ブロック協議会だより 
                                 第１０号 

● ● 

秋田市教育委員会 学校適正配置推進室  

○住 所 秋田市山王一丁目１番１号 

○電 話 018-888-5812  ○ＦＡＸ 018-888-5804 ○e-mail  ro-edaz@city.akita.lg.jp 

https://www.city.akita.lg.jp/kyoikuiinkai/1010626/1021066.html 

※地域協議等で提示した資料は、市のホームページで公開しています。 

【広報 ID：1021066】 

詳細の日程については、決まり次第、広報あきた等でお知らせします。

 

令和５年１２月１９日発行 秋田市教育委員会 

 

 

今回の協議で決定した事項 

★統合後の校名は、河辺小学校とする。 
  

  
今後の学校統合準備委員会での協議内容 

・体育着等の指定物品の確認 

・スクールバスの運行計画の策定（運行時間、経路、車両、乗降場所等） 

・閉・開校式等の学校行事の実施（式典開催時期・内容等） 

・廃校舎の利活用（地域からの意見集約等） 

・その他（統合に伴う諸課題の解決に向けた検討） 

 ※ 統合前の交流事業のほか、統合に伴う学校備品や保存文書の整理、移転については、

教育委員会と学校が連携して行う。 

・統合後の校名は、河辺地域の中心に位置していることを踏まえ、河辺小とするのが

良いと思う。 

・統合後の校名を河辺小とすると、進学先は河辺中であり、同じ名前の中学校へ進学

する流れになり良いと思う。 

 

また、現在の河辺小の校章、校歌を変更することなく使用することを確認しました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年２月２６日発行 秋田市教育委員会 

秋田市学校適正配置  

河辺地域ブロック協議会だより 
                                 第１１号 

 

 

□  

秋田市教育委員会 学校適正配置推進室 秋田市山王一丁目１番１号 

○電 話 018-888-5812  ○ＦＡＸ 018-888-5804 

○e-mail  ro-edaz@city.akita.lg.jp 

https://www.city.akita.lg.jp/kyoikuiinkai/1010626/1021066.html 

※地域協議等で提示した資料は、市のホームページで公開しています。 

【広報 ID：1021066】 

詳細の日程については、決まり次第、広報あきた等でお知らせします。

  河 

 

★統合前から交流を深めることを目的とし、学年ごとの交流学習などの実施へ向け、引

き続き、学校間で調整する。 

 

交流事業について 

 

★統合後のスクールバスの運行は、①畑谷発、戸島コース、②戸島小発、茱萸野、松渕

コース、③白熊発、前田コースの３コースを想定し、今後、保護者や地域からの意

見、要望を踏まえ、乗降場所や運行時間について、個別に調整を行う。 

 

スクールバスについて 

★体育着等の指定物品については、現在の河辺小のものを変更することなく使用する。 

※統合に伴う体育着等の指定物品の購入（令和７年度の戸島小の在校生が対象）については、児童

や保護者の負担を軽減できるよう検討を進める。 

 

 

体育着等の指定物品について 

 ＜今回の協議で確認した事項＞

＞ 

 

河辺小、戸島小については、地域協議の第３段階

である学校統合準備委員会において、令和８年４月

の統合に向けて具体的な準備作業を進めています。 

★統合後の児童室については、河辺児童室（河辺小学校内１階）を利用する。 

児童室について 

mailto:ro-edaz@city.akita.lg.jp
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令和６年６月２５日発行 秋田市教育委員会 

秋田市学校適正配置  

河辺地域ブロック協議会だより 
                                 第１２号 

□  

秋田市教育委員会 学校適正配置推進室 秋田市山王一丁目１番１号 

○電 話 018-888-5812  ○ＦＡＸ 018-888-5804 

○e-mail  ro-edaz@city.akita.lg.jp 

https://www.city.akita.lg.jp/kyoikuiinkai/1010626/1021066.html 

※地域協議等で提示した資料は、市のホームページで公開しています。 

【広報 ID：1021066】 

詳細の日程については、決まり次第、広報あきた等でお知らせします。

  河 

 

★戸島地区において意見を集約し、地域の要望等を踏まえながら、次回以降検討する。 

廃校舎の利活用について 

★統合前から交流を深め、統合する児童や保護者の不安を軽減するため、引き続き、交

流事業について、学校間で調整する。 

 ※１回目の交流事業：令和６年７月９日（火）に実施。 

交流事業について 

 ＜今回の協議で確認した事項＞

河辺小、戸島小については、地域協議の第３段階

である学校統合準備委員会において、令和８年４月

の統合に向けて具体的な準備作業を進めています。 

★ＰＴＡや地域、学校および教育委員会が連携しながら、記念誌の作成や、記念碑の建

立などの事業について、検討を進めることとした。 

閉校記念事業について 




